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目
黒
区
大
橋
の
「
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
東
西

を
走
る
首
都
高
速
三
号
渋
谷
線
と
、
新
宿
、
品
川
方
面

を
南
北
に
縦
走
す
る
全
線
約
四
七
㌔
㍍
の
中
央
環
状
線

を
結
ぶ
接
合
点
だ
。
二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら
中
央
環
状

新
宿
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
部
分
的
に
供
用
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。
品
川
線
は
大
井
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
高
速

湾
岸
線
か
ら
南
側
へ
弧
を
描
き
山
手
通
り
に
沿
う
地
下

ト
ン
ネ
ル
を
北
上
、
こ
こ
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
三

号
渋
谷
線
と
中
央
環
状
新
宿
線
に
接
続
す
る
予
定
だ
。

こ
の
品
川
線
を
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
へ
導
く
連
結
路

と
、
新
宿
線
と
接
続
す
る
連
結
路
、
こ
の
二
つ
の
ト
ン

ネ
ル
の
構
築
が
今
回
訪
れ
た
現
場
の
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

だ
。

　

前
者
の
「
中
央
環
状
品
川
線
大
橋
連
結
路
工
事
」
は
、

山
手
通
り
支
線
に
設
け
た
開
削
部
先
端
か
ら
シ
ー
ル
ド

工
法
に
よ
り
約
五
〇
〇
㍍
に
わ
た
っ
て
上
下
二
層
の
連

結
路
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
。
大
井
方
面
か
ら
の
本
線
と
の

間
を
地
中
で
約
二
〇
〇
㍍
切
開
い
て
一
体
化
し
、
分

岐
・
合
流
部
を
整
備
す
る
。
後
者
の
「
Ｓ
Ｊ
14
工
区

（
1
）
Ｅ
Ｆ
連
結
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
」
は
、
中
央
環
状
新

宿
線
を
供
用
さ
せ
な
が
ら
上
層
ト
ン
ネ
ル
を
開
削
工
法

で
切
開
く
。

　

い
ず
れ
も
大
都
市
直
下
、
地
中
で
展
開
さ
れ
る
難
工

事
で
あ
る
。
現
場
に
は
斬
新
な
工
法
、
技
術
が
導
入
さ

れ
た
。
だ
が
「
試
行
錯
誤
」
を
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。

首
都
高
を
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
誘
導
す
る

連
結
路
を
つ
な
ぐ

並
走
す
る
二
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
切
開
き

「
卵
形
」の
大
断
面
を
つ
く
る

足元の左右に見えるのが本線と連結路の外胴部。このセグメントを撤去して切開き、横方向に拡幅された大断面トンネルを構築する。

上下に縦列する連結路。下層のトンネルを施工した後、シール
ドマシンの内部駆動部だけを引き抜きジャッキアップし、改め
て上層のトンネルを掘進するDSR工法を採用した。

首
都
高
速
中
央
環
状
線
の
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は

現
在
、渋
谷
線
、新
宿
線
が
接
続
、東
名
方
面
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
。

品
川
線
の
接
続
で
さ
ら
な
る
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
連
結
路
の
整
備
が
大
都
会
の
直
下
で
展
開
中
だ
。

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
交
通
と
い
う「
血
流
」を
司
る「
心
臓
」と
い
え
る
。

現
場
に
は
心
臓
手
術
に
匹
敵
す
る
高
度
な
技
術
と
精
度
が
要
求
さ
れ
た
。

並
走
す
る

ト
ン
ネ
ル
を

地
中
で
切
開
く

首
都
高
速
中
央
環
状
線 

中
央
環
状
品
川
線
大
橋
連
結
路
工
事

Ｓ
Ｊ
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工
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Ｆ
連
結
路
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ル
工
事

Site Discovery

発見
現場

五反田方面からの品川線を大橋ジャンクションに接続する連結
路トンネルを構築。また、新宿方面からの新宿線と連結路トン
ネルを合流させる。（提供：首都高速道路㈱）
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工事概要

緻
密
な
計
画
に
基
づ
き
、
託
さ
れ
た
工
期
達
成
に
挑
む

現
場
で
あ
る
。

　
「
現
場
付
近
で
は
山
手
通
り
と
国
道
二
四
六
号
線
が

交
差
し
、
高
層
住
宅
や
店
舗
も
密
集
す
る
エ
リ
ア
。
地

上
の
開
削
部
や
施
工
ヤ
ー
ド
を
最
小
限
に
止
め
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
施
工
を
基
本
と
し
て
周
辺
環
境
に
配
慮
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
施
工
者
で
あ
る
安
藤
ハ
ザ
マ

の
現
場
指
揮
官
、
佐
々
木
順
一
所
長
だ
。
と
は
い
え
、

こ
こ
の
地
中
で
は
六
年
以
上
に
わ
た
っ
て
一
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。　

　

品
川
線
大
橋
連
結
路
の
構
築
に
は
、
世
界
初
と
な
る
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と
だ
。
現
場
で
の
測
量
を
頼
り
に
セ
グ
メ
ン
ト
を
設
計

し
、
発
注
か
ら
一
・
五
カ
月
で
完
成
す
る
。
設
計
に
あ
た

っ
て
は
独
自
の
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
も
開
発
。
測
量
、

設
計
、
製
作
、
施
工
を
慎
重
に
繰
り
返
し
た
。

　

一
方
、「
Ｓ
Ｊ
14
工
区
（
1
）
Ｅ
Ｆ
連
結
路
ト
ン
ネ
ル

工
事
」
は
新
宿
線
と
大
橋
連
結
路
を
接
続
す
る
合
流
部

工
事
。
こ
こ
は
供
用
中
の
道
路
を
抱
え
た
現
場
だ
。
新

宿
線
供
用
前
に
設
置
し
た
仕
切
り
壁
（
プ
ロ
テ
ク
タ

ー
）
の
背
後
で
、
建
設
用
地
幅
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で

き
る
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
を
用
い
て
鋼
製
地
中
連
続
壁
を

施
工
し
躯
体
を
構
築
、
合
流
区
間
の
シ
ー
ル
ド
セ
グ
メ

ン
ト
撤
去
後
仕
切
り
壁
を
撤
去
し
て
大
井
方
向
か
ら
の

連
結
路
と
一
体
化
す
る
。

　

並
行
し
て
地
上
避
難
出
口
の
整
備
も
進
む
。
万
一
の

災
害
時
に
地
下
か
ら
地
上
へ
避
難
動
線
と
な
る
深
さ
約

五
〇
㍍
の
立
坑
型
の
避
難
施
設
だ
。
最
終
的
に
壁
面
に

脱
出
用
の
螺
旋
階
段
が
設
け
ら
れ
る
。
佐
々
木
所
長
は

「
立
坑
の
施
工
基
地
は
周
辺
環
境
を
考
慮
し
て
防
音
ハ

ウ
ス
で
覆
い
ま
し
た
。
こ
の
ハ
ウ
ス
も
極
力
コ
ン
パ
ク

ト
に
す
る
た
め
ダ
ン
プ
に
よ
る
排
土
で
は
く
、
流
体
輸

送
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
シ
ー
ル
ド
発
進
の
起
点
と
な
る
立
坑

を
設
置
す
る
「
開
削
ト
ン
ネ
ル
工
事
」
も
担
っ
た
。
山

手
通
り
支
線
に
沿
う
よ
う
に
残
る
幅
五
㍍
ほ
ど
の
防
音

ハ
ウ
ス
は
、
少
々
厚
め
の
壁
の
よ
う
に
見
え
る
。「
狭
い

施
工
ヤ
ー
ド
で
す
よ
ね
」
と
所
長
は
改
め
て
感
慨
を
も

九
七
リ
ン
グ
、
一
リ
ン
グ
あ
た
り
五
つ
の
ピ
ー
ス
か
ら

構
成
さ
れ
、
全
部
で
四
八
五
の
ピ
ー
ス
を
組
み
立
て
た

こ
と
に
な
る
。「
掘
削
後
、『
ア
ゴ
』（
既
設
ト
ン
ネ
ル
と

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
）
を
そ
の
都
度
測
量
し
、
そ
の
デ
ー

タ
を
元
に
鋼
殻
を
設
計
、
工
場
で
製
作
し
て
現
場
で
組

み
立
て
ま
し
た
。
ミ
リ
単
位
の
精
度
が
要
求
さ
れ
る
神

経
を
使
う
工
程
で
し
た
」
と
佐
々
木
所
長
。
す
べ
て
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
部
ピ
ー
ス
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
い
う
こ

周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
施
工
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中央環状品川線大橋連結路工事
は、わが社が提案した新技術を

評価していただいて受注に至りました。
自分達の発想を自らの手で形にするこ
とは、決められた工程を黙々とこなす
のとはわけが違います。かつて無い工
法も数多く導入していますから緊張感
のある現場です。工期の遵守を目指し、
異なる工法が輻輳するなか、想定外の
障壁に遭遇することもありました。そ

の度に、これまでの経験を総動員し、
熟考に熟考を重ね、考え抜くことで新
たなノウハウを生み出してきました。
職員全員が同様の気概を持って意見を
闘わせる会議も自ずと長引くことが
多々ありました。そうして課題を克服
してきた経験と実績は、この現場の自
信、プライドにつながっています。危
険を回避する「予見力」を含め、「考え
る力」の大切さを実感しています。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

株式会社 安藤・間
関東土木支店 土木部 大橋出張所
統括所長

佐々木 順一
Jyunichi Sasaki

ら
す
。
し
か
し
、
狭
隘
な
都
市
部
で
は
こ
れ
が
精
一
杯

だ
ろ
う
。「
立
坑
の
土
留
壁
施
工
に
は
、
作
業
帯
幅
員
を

小
さ
く
で
き
る
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｃ
Ｓ
Ｍ
機
を
開

発
し
、
最
小
限
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
」。

地
上
の
施
工
は
あ
く
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
こ
こ
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ー
ル
ド
施
工
に
始
ま
り
二
つ
の
分
流
・
合
流
部
の

構
築
と
避
難
出
口
の
整
備
と
い
っ
た
四
本
の
柱
か
ら
成

る
現
場
だ
が
、
現
地
を
仔
細
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
展
開
さ
れ
て
い
る
工
法
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
驚

か
さ
れ
た
。
分
合
流
の
施
工
だ
け
で
も
、
必
要
と
な
る

内
空
幅
が
九
〜
一
七
㍍
と
変
化
す
る
こ
と
か
ら
覆
工
構

造
は
、
前
述
し
た
工
法
を
含
め
四
タ
イ
プ
に
な
る
。
実

際
に
分
流
・
合
流
部
を
辿
る
と
、
工
法
の
変
化
に
伴
い

現
場
の
様
相
が
一
変
す
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
な

い
世
界
初
の
試
み
が
随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
年

前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
工
法
た
ち
だ
。「
施
工
に
対

す
る
『
ニ
ー
ズ
』
そ
の
も
の
が
一
〇
年
前
と
現
在
と
で

は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
狭
隘
な
都
市
部
で
、
早
期
か
つ

安
全
に
、
コ
ス
ト
を
抑
え
て
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
、

そ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
。
そ
の
過
程
で
新
し
い
技
術

が
開
発
さ
れ
て
き
た
ん
で
す
」
と
所
長
は
語
る
。

　

事
実
、
こ
の
現
場
で
も
古
井
戸
が
切
開
き
区
間
に
存

在
し
、
工
程
に
支
障
を
来
た
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
出

水
に
備
え
周
囲
の
土
壌
を
慎
重
に
凍
結
さ
せ
て
乗
り
切

っ
た
と
い
う
。「
必
要
は
発
明
の
母
」
で
は
な
い
が
、
社

会
状
況
の
変
化
、
時
代
の
要
請
に
全
力
で
対
応
す
る
、

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
技
術
革
新
の
推
進
力
と
な
っ
て

き
た
こ
と
を
取
材
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
た
。

　

現
場
は
七
回
目
の
夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
所

長
は
「
夏
場
の
地
下
は
高
温
多
湿
で
大
変
な
環
境
に
な

る
ん
で
す
」
と
苦
笑
す
る
。「
そ
れ
で
も
作
業
員
一
同
、

体
調
管
理
に
万
全
を
期
し
、
安
全
施
工
で
工
期
達
成
を

目
指
し
ま
す
」
と
竣
工
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
た
の

も
し
く
語
っ
て
く
れ
た
。

新
し
い
技
術
で
時
代
の
要
請
に
応
え
る

中央環状新宿線と連結路との接続部。新宿線を供用させながら切開き工事を行う。シール
ドトンネルを開削工法で切開き合流部を構築する。

既設トンネルにはあらかじめ鋼製セグメントとのジョイント
部「アゴ」が施されている（写真左上）。位置が微妙に変動す
るためその都度計測、ミリ単位で接合するピースを「オーダ
ーメイド」した。

大
規
模
な
「
非
開
削
切
開
き
工
法
」
が
採
用
さ
れ
た
。

施
工
に
伴
う
交
通
渋
滞
や
沿
道
環
境
へ
の
影
響
を
小
さ

く
す
る
た
め
地
面
を
切
開
か
ず
に
工
事
が
進
め
ら
れ
る
。

到
達
し
た
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を
施
工
基
地
と
し
て
、
そ

の
外
側
を
人
力
掘
削
を
経
て
小
型
の
掘
削
機
械
を
搬
入
、

上
半
部
を
か
ま
ぼ
こ
状
に
掘
削
す
る
。
そ
の
後
、
ト
ン

ネ
ル
に
沿
っ
て
、
ア
ー
チ
型
の
鋼
殻
セ
グ
メ
ン
ト
を
覆

工
し
て
い
く
。
同
様
に
下
半
部
を
掘
削
・
鋼
殻
組
立
後
、

中
間
部
の
土
砂
と
既
存
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
撤
去
し
て
楕

円
形
の
大
断
面
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
す
る
。
シ
ー
ル
ド
掘

進
と
い
う
都
市
土
木
と
、
機
械
掘
削
の
山
岳
土
木
が
融

合
し
た
工
法
だ
。
上
半
部
の
現
場
に
は
二
本
の
ト
ン
ネ

ル
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
ド
ー
ム
状
の
空
間
が
ほ
ぼ
完
成
し

て
い
た
。
足
元
は
既
存
の
ト
ン
ネ
ル
の
外
胴
部
だ
。
天

井
を
覆
う
リ
ン
グ
状
の
セ
グ
メ
ン
ト
は
上
半
部
だ
け
で
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